
2011 センター試験 数学Ⅱ･数学 B  問題 

 －1－

第１問                           解答解説のページへ 

[1] 02
π θ− ≦ ≦ のとき, 関数 

cos2 3 sin2 2 3 cos 2siny θ θ θ θ= + − −  
の最小値を求めよう。 

sin 3 cost θ θ= + とおくと 
2t =  ア 2cos θ +  イ sin cosθ θ +  エ  

であるから, 2y t= −  オ t−  カ となる。 
また, t =  キ ( )sin πθ + である。 

πθ + のとり得る値の範囲は, π− ≦ πθ + ≦ π で

あるから, tのとり得る値の範囲は,  コサ t≦ ≦ である。 

したがって, yは t =  ス , すなわち πθ =− のとき, 最小値 ソタ をと

る。 
[2] 自然数 xで, 条件 

2
2 412( log ) 7log 10 0x x− − ＞ ………①, 3log 14x x+ ＜ ………② 

を満たすものを求めよう。 
まず, xを正の実数として, 条件①を考える。①は 2logX x= とおくと 

26X −  チ X −  ツテ ＞0 
となる。この 2次不等式を解くと 

X −＜ , X＜  

となる。したがって, 条件①を満たす最小の自然数 xは ネ であり,  ネ 以上 
のすべての自然数 xは①を満たす。 
次に, 条件②について考えると, ②を満たす最大の自然数 xは ノハ であり,  

 ノハ 以下のすべての自然数 xは②を満たす。 
したがって, 求める xは ネ 以上 ノハ 以下の自然数である。 
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第２問                           解答解説のページへ 
座標平面上で, 放物線 2y x= を Cとする。 
曲線 C上の点 Pの x座標を aとする。点 Pにおける Cの接線 lの方程式は 

y=  アイ x a−  
である。 0a ≠ のとき直線 lが x軸と交わる点を Qとすると, Qの座標は 

( ,  カ )  

である。 
a＞0のとき, 曲線 Cと直線 lおよび x軸で囲まれた図形の面積を Sとすると 

aS =  

である。 
a＜2のとき, 曲線 Cと直線 lおよび直線 2x = で囲まれた図形の面積を Tとすると 

3aT =− +  サ 2a −  シ a+  

である。 
0a = のときは 0S = , 2a = のときは 0T = であるとして , 0≦a≦2 に対して

U S T= + とおく。a がこの範囲を動くとき, U はa =  ソ で最大値 をと

り, a = で最小値 をとる。 
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第３問                           解答解説のページへ 
数直線上で点 Pに実数 aが対応しているとき, aを点 Pの座標といい, 座標が aで

ある点 PをP( )a で表す。 
数直線上に点 1P (1) , 2P (2)をとる。線分 1 2P P を3 :1に内分する点を 3P とする。一

般に, 自然数 nに対して, 線分 1P Pn n+ を3 :1に内分する点を 2Pn+ とする。点Pnの座標
を nx とする。 

1 1x = , 2 2x = であり, 3x = である。数列{ }nx の一般項を求めるために, 

この数列の階差数列を考えよう。自然数 nに対して 1n n ny x x+= − とする。 

1y =  ウ , 1n ny y+ =   ( 1, 2, 3, )n= !  

である。したがって, ( )ny =  ( 1, 2, 3, )n= ! であり 

( )nx = −  ( 1, 2, 3, )n= !  

となる。ただし,  キ ,  サ については, 当てはまるものを, 次の○0 ～○3 のうち
から 1つずつ選べ。同じものを繰り返し選んでもよい。 

○0  1n−     ○1  n      ○2  1n+     ○3  2n+  

次に, 自然数 nに対して, 
1

n
n k

k
S k y

=
= ∑ を求めよう。 r = とおくと 

1

1

k
n n

k
S rS r −

=
− = ∑ nr−  ( 1, 2, 3, )n= !  

であり, したがって 

{ ( ) } ( )1 11n
nS = − −  

となる。ただし,  シ ,  ス ,  ツ ,  ナ については, 当てはまるものを, 
次の○0 ～○3 のうちから 1つずつ選べ。同じものを繰り返し選んでもよい。 

○0  1n−     ○1  n      ○2  1n+     ○3  2n+  
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第４問                           解答解説のページへ 
四角錐 OABCD において, 三角形 OBC と三

角形 OAD は 合同で , OB 1= , BC 2= , 
OC 3= であり, 底面の四角形 ABCD は長方
形である。AB 2r= とおき, OA a=

"""# "#
, OB b=
"""# #

, 
OC c=
"""# #

とおく。 
OD
"""#
をa
"#

, b
#

, c
#
を用いて表すと 

OD=
"""# """"""""#

－
""""""""#

c+
#
である。辺 ODを1 : 2に内分する点を Lとすると 

AL a b c=− − +
"""# "# # #

 

となる。 
さらに辺 OBの中点を M, 3点 A, L, Mの定める平面をα とし, 平面α と辺 OCと

の交点を N とする。点 N は平面α 上にあることから, AN
"""#
は実数 s, t を用いて

AN AL AMs t= +
"""# """# """#

と表されるので 

(ON =
"""#

 キ ) ( )s t ss t a b c− − + − + +
"# # #

 

となる。一方, 点 Nは辺 OC上にもある。これらから, ON c=
"""# #

となる。 

また, a b⋅ =
"# #

 ソ － タ 2r , b c⋅ =
# #

 チ , a c⋅ =
"# #

 ツテ 2r である。よって, 

AM MN⋅
"""# """"#

を計算すると, AB= のとき, 直線 AM と直線 MN は垂直になる

ことがわかる。 
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